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我ら全国ネットの JCHO は

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

旧：岐阜社会保険病院
可児とうのう病院

旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

桜ヶ丘病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院



第２回の委員会では、本部より提案された「老健施設の在宅復帰強化に向け
た運営モデル」と「訪問看護体制の機能強化等に向けた運営モデル」について
話し合われました。

９月11日 第２回地域包括ケア推進検討委員会

昨年度、JCHO本部研修センターの認定看護管理者教育課程を修了した研修
生が研修修了後の一年間に職場で実践した成果を口演形式で発表しました。聴
講生として参加した今年度の研修生との間で活発な意見が交わされました。

11月４日 サードレベル報告会

全国 57 病院の看護部長・総副看護師長に対し、平成 26 年度業務実績評価と平成 27 年度の経営状況、医療事故調査制度への対応、
JCHO病院における看護部門の役割と看護の質向上への取り組みなどについて情報提供し、活発な議論が交わされました。

10月14日 看護部長会議

各部門の責任者として必要な、労務管理、施設管理、内部統制、医療安全の推進など、病院の運営・経営に関する事項につい
て研修とグループディスカッションを行いました。また、各職種の最新の動向についての理解を深めました。

12月４日 薬剤師・臨床工学技士管理者研修

適正な契約事務、財産管理、収入の確保の必要性などについての研修を経理部門の管理者及び実務担当者を対象に実施しました。
経営改善に資する知識を習得することで経理担当職員の経営意識・経営能力の向上を図りました。

12月１〜２日 経理事務実務者研修

JCHOのスケールメリットを活かし、若手医師及び専門医を目指す医師等に魅力ある JCHO版の総合的な診療能力を有する医
師の育成を推進するためのプロジェクトチームを設置し、総合医の育成に関する取り組みの方針について議論されました。

12月３日 第２回　総合診療育成プロジェクトチーム会議

11月６日 栄養士・リハビリテーション管理者研修

10月23日 診療放射線・臨床検査管理者研修

10月16日 セカンドレベル報告会

９月30日 情報セキュリティ研修

情報セキュリティ管理責任者及び実務担当者を対象に、情報セキュリティの概要、病院における実例の紹介、職員教育の内容
などについて研修を実施しました。
講義終了後に情報セキュリティの仕組み及び適切な管理についての理解度テストを行うことで知識の定着を図りました。

Japan Community Health care Organization

ジェイコー

02

　10 月９日に公益社団法人地域医療振興協会との意見交換会をJCHO 本部において行いました。

　地域医療振興協会の吉新理事長、JCHO の尾身理事長の挨拶、両組織の概要説明を行った後、総合

診療医の育成や医師派遣、地域包括ケアなどについて

意見交換しました。

　また、地域医療の推進、振興を目指す両組織で共

同して取り組める分野について協議した結果、クラウド

型病院共有システムなど IT 分野での連携についての

取り組みを先に進め、今後研修等についても検討する

ことを確認しました。

　ＪＣＨＯは、国立大学法人滋賀医科大学と、滋賀県における医

療活動を通して、地域医療を担う医師に対する教育及び養成と確

保に関する研究を行なうことを目的とした包括協定を締結しました。

これにより滋賀病院に地域医療の教育研究の活動拠点が設置され

ました。

　９月29日、尾身理事長・塩田学長出席のもと、滋賀医科大学

において調印式が執り行われました。調印終了後には新聞各社の

取材もあり、協定書の締結趣旨説明や記者会見が行われました。

　高齢化の進行に対応するため、滋賀県においても、専門的な診

療を行う医師とともに総合的な診療を行える医師を育てることが急

務となると考えられます。専門に特化された大学病院では学ぶ機会

の少ない総合診療についての経験を積むため、滋賀病院において

医学科５年生、６年生の臨床実習を行うほか、滋賀医科大学の教

員を滋賀病院に派遣するなどの人材交流も今後予定しています。

協定締結の目的 
・ 都市近郊型地域医療の充実

・ 将来の地域医療を予測した教育研究

・ 総合診療医の育成

・ 優秀な医師確保の確保・診療科の安定化

滋賀医科大学と「地域医療教育研究拠点」に関する包括協定を締結

地域医療振興協会との意見公開会を開催

地域医療機能推進機構（JCHO)　滋賀病院

滋賀医科大学
地域医療教育研究拠点の活動拠点

〇院内の活性化
〇優秀な医師の確保
〇総合医の養成

≪地域医療教育研究拠点イメージ≫

滋賀医科大学【地域医療教育研究拠点】

地域医療（都市近郊型）
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　ＪＣＨＯグループでは、現在37施設が訪問看護を実施

しています。ＪＣＨＯのミッションである地域包括ケアの

推進では、訪問看護体制の強化に取り組むこととされ、自

院のかかりつけ患者のみではなく、地域の診療所や介護

事業所等を支援する機能として、地域に開かれた訪問看

護活動を行うことが求められています。

　そのため現在19施設が訪問看護ステーションを設置

し（うち２施設は機能強化型）、開業医やケアマネジャーら

とも協力して、地域全体の在宅ケアに取り組んでいます。

　今回は、ＪＣＨＯ発足後に開設した６か所の訪問看護

ステーションのうち４か所を紹介するとともに、最も歴

史の長い福井勝山総合病院附属訪問看護ステーションの

取り組み状況をご紹介いたします。
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訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 一 覧
名　　称 開設年月

1 福井勝山総合病院附属訪問看護ステーション 平成10年 ４ 月
2 神戸中央病院附属訪問看護ステーション 平成10年 ４ 月
3 二本松病院附属訪問看護ステーション 平成11年 ４ 月
4 若狭高浜病院附属訪問看護ステーション 平成11年１０月

☆ 5 宮崎江南病院附属訪問看護ステーション 平成11年11月
6 横浜保土ヶ谷中央病院附属訪問看護ステーション 平成13年12月
7 可児とうのう病院附属訪問看護ステーション 平成21年 ９ 月
8 金沢病院附属訪問看護ステーション 平成22年 ４ 月
9 高岡ふしき病院附属訪問看護ステーション 平成23年 ４ 月

10 下関医療センター附属訪問看護ステーション 平成23年 ６ 月
☆ 11 四日市羽津医療センター附属訪問看護ステーション 平成24年 １ 月

12 さいたま北部医療センター附属訪問看護ステーション 平成24年 ５ 月
13 湯布院病院附属訪問看護ステーション 平成25年 ６ 月
14 宇和島病院附属訪問看護ステーション 平成26年 ７ 月
15 星ヶ丘医療センター附属訪問看護ステーション 平成26年12月
16 伊万里松浦病院附属訪問看護ステーション 平成27年 ４ 月
17 登別病院附属訪問看護ステーション 平成27年 ５ 月
18 横浜中央病院附属訪問看護ステーション 平成27年10月
19 りつりん病院附属訪問看護ステーション 平成27年12月

 ☆は機能強化型

　
平
成
６
年
か
ら
院
内
の
訪
問
看
護
室
と
し

て
当
院
に
か
か
り
つ
け
の
患
者
の
み
に
訪
問

看
護
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、平
成
27
年
４

月
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
当
院
は
佐
賀
県
伊
万
里
市
に
あ
り
ま
す
が
、

隣
接
す
る
長
崎
県
松
浦
市
よ
り
委
託
を
受
け

市
立
中
央
診
療
所
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。診

療
所
内
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設

す
る
こ
と
で
、現
在
の
利
用
者
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
、松
浦
市
で
も
新
規
利
用
者
の
獲
得

を
図
っ
て
い
け
る
と
考
え
ま
し
た
。実
際
に
始

ま
っ
て
み
る
と
、二
つ
の
市
を
訪
問
エ
リ
ア
と

し
て
い
る
た
め
移
動
距
離
が
一
日
50
〜
60
㎞

と
長
く
、ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
回
れ
ば
よ
り

効
率
的
に
職
員
一
人
平
均
４
名
〜
６
名
の
訪

問
が
行
え
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。で

き
る
だ
け
松
浦
市
に
新
規
の
利
用
者
を
増
や

す
よ
う
に
と
苦
戦
し
な
が
ら
も
日
々
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
４
月
か
ら
の
新
規
利
用
者
の
中
に
、ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら「
ど
う
し
て
も
デ
イ
ケ
ア
に

行
っ
て
く
れ
な
い
の
で
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
検

討
し
た
い
。」と
相
談
を
受
け
、理
学
療
法
士

（
Ｐ
Ｔ
）に
よ
る
訪
問
看
護
を
開
始
し
た
方
が

い
ま
す
。専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
元
気
に
な
ら
れ
、主
治
医
か
ら「
リ
ハ

ビ
リ
が
効
い
て
い
る
ね
ぇ
ー
」と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、リ
ハ
中
心
の
訪
問
看
護
を
利

用
し
て
い
た
も
の
の
、主
病
で
あ
る
呼
吸
器
疾

患
症
状
が
落
ち
着
か
ず
、な
か
な
か
日
常
生
活

動
作
で
き
な
い
困
難
事
例
に
対
し
て
、看
護
師

に
よ
る
吸
入
指
導
、内
服
管
理
を
行
い
体
調
管

理
す
る
こ
と
で
、外
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

方
も
い
ま
す
。

　
一
人
の
利
用
者
に
対
し
て
情
報
共
有
を
し

な
が
ら
看
護
師
と
Ｐ
Ｔ
に
よ
る
チ
ー
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
で
成
果
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、今
後
の
訪
問
看
護
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
念
願
で
あ
っ
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
平
成
27
年
５
月
に
開
設
さ
れ
、地
域

の
開
業
医
が
主
治
医
の
患
者
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

　
24
時
間
連
絡
対
応
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、医
療
的
処
置
や
身
体
的
介
護
が
必

要
な
利
用
者
様
か
ら
は
、「
い
つ
で
も
電
話
で

相
談
で
き
て
安
心
」「
今
ま
で
は
何
か
あ
っ
た

ら
病
院
の
救
急
へ
30
分
以
上
か
け
て
行
っ
て

い
た
が
、看
護
師
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
処
置
を

し
て
く
れ
る
か
ら
助
か
っ
て
い
る
」な
ど
の
声

を
頂
き
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
市
街
地
か
ら
離
れ
た
山
の
温
泉
地

に
あ
る
た
め
、市
街
地
に
あ
る
旧
職
員
宿
舎
の

建
物
を
利
用
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
所
を
９

月
に
開
所
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
近
隣
の
市

町
村
へ
の
訪
問
や
当
院
以
外
の
主
治
医
か
ら

の
指
示
に
よ
る
訪
問
の
件
数
が
増
加
し
ま
し

た
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
の
開
所
と
同
時
に「
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
基
盤
等
整
備
事
業
」を
活
用
し
て

モ
バ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。看
護

師
間
の
情
報
交
換
や
緊
急
時
の
情
報
共
有
な

ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、訪

問
看
護
記
録
等
の
時
間
短
縮
等
の
業
務
の
効

率
化
に
取
り
組
む
べ
く
支
援
シ
ス
テ
ム
を
効

果
的
に
使
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
登
別
は
高
齢
化
率
が
32
％
と
高
い
地
域
で

す
。高
齢
者
の
独
居
は
も
ち
ろ
ん
、老
老
介
護

や
諸
種
の
病
気
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い

る
方
な
ど
、潜
在
的
な
利
用
対
象
者
が
多
い

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は「
地
域
包
括
ケ
ア
を
担
う
一
員
」と
し

て
、医
療
・
福
祉
関
連
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

高
齢
者
の
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
安
ら
か
な

看
取
り
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

管
理
者
　平
川

　由
美
子

管
理
者
　吉
田

　加
代
子

佐
賀
県
と
長
崎
県
に
ま
た
が
る
広
域
エ
リ
ア

で
活
動
開
始

サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
所
と
モ
バ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
で

北
海
道
の
地
域
包
括
ケ
ア
を
担
う

伊
万
里
松
浦
病
院
附
属
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

登
別
病
院
附
属
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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平
成
14
年
よ
り
訪
問
看
護
事
業
を
始
め
、

月
平
均
1
5
0
件
超
の
訪
問
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、昨
年
10
月
に
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
ま
し
た
。当
院
は
、地

域
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
を
、後
方
支
援
病
院
の
機
能
と
し
て
整

備
し
、病
院
全
体
で
地
域
包
括
ケ
ア
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
み

は
、院
内
に
事
業
所
が
あ
る
た
め
、院
内
各
部

署
と
の
連
携
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
え
る
こ
と

や
、認
定
看
護
師
を
活
用
し
た
質
の
高
い
看

護
の
提
供
が
で
き
る
こ
と
で
す
。ま
た
、病
院

と
い
う
こ
と
で
、患
者
、利
用
者
か
ら
は
、「
具

合
が
悪
く
な
っ
て
も
、病
院
が
あ
る
か
ら
安

心
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、在
宅
で
の
後

方
支
援
病
院
と
し
て
の
機
能
に
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。　

　
ま
た
今
回
、新
規
に
ク
ラ
ウ
ド
を
使
っ
た
訪

問
看
護
の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
行
い
ま
し
た
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、ど
こ
で
で
も
入
力
、

閲
覧
が
で
き
る
た
め
、院
外
で
の
活
動
が
多

い
私
た
ち
に
は
業
務
の
効
率
化
が
で
き
ま
す
。

将
来
的
に
は
院
外
の
主
治
医
と
の
や
り
取
り

な
ど
に
も
活
用
し
、連
携
強
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
こ
と
を

見
据
え
た
時
、複
数
の
疾
患
や
合
併
症
を
抱

え
な
が
ら
地
域
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
当

た
り
前
の
時
代
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。今
後
は
、身
体
状
況
が
悪
く
な
っ
て
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
導
入
で
は
な
く
、予
防
的
視
野
を

い
れ
た
地
域
で
の
支
援
や
、入
院
前（
外
来
時
）

か
ら
の
介
入
が
非
常
に
有
効
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ま
す
。

　
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も「
そ
の
人
ら
し
く

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
」

を
目
標
に
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
身
近
で
頼

り
に
な
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
れ
る
よ
う
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
10
年
に
開
設
し
、今
年
で
17
年
目
と

な
り
ま
し
た
。看
護
師
５
名
・
保
健
師
１
名
・

理
学
療
法
士
１
名
が
所
属
し
、90
名
を
超
え

る
利
用
者
へ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
は
訪
問
看
護
体
制
強
化
加
算
を
算

定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
井
県
は
夫
婦
共
稼
ぎ
率
36
・
4
％
（
全

国
１
位
）、３
世
代
同
居
率
17
・
6
％
（
全
国

２
位
）の
地
域
で
す
。日
中
に
高
齢
者
だ
け

が
残
る
家
庭
が
多
く
、老
々
介
護
や
時
に
は

認
々
介
護（
認
知
症
同
士
）と
い
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
勝
山
の
冬
は
雪
深
く
、一
件
の
訪
問
を
終
え

て
外
に
出
て
み
る
と
、訪
問
看
護
号
の
屋
根

に
も
っ
こ
り
と
雪
が
積
も
っ
て
い
て
、除
雪
し

な
け
れ
ば
発
進
で
き
な
い
こ
と
も
度
々
あ
り

ま
す
。よ
う
や
く
次
の
訪
問
先
に
た
ど
り
つ
く

と
、私
た
ち
の
到
着
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
、

「
来
た
来
た
、待
っ
て
い
た
ん
や
。」と
喜
ん
で

く
れ
ま
す
。中
に
は
駐
車
し
や
す
い
よ
う
に

除
雪
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
る
ご
家
庭
も
あ

り
ま
す
。そ
ん
な
時
は
あ
た
た
か
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
院
内
の
地
域
連
携
室
、退

院
調
整
、居
宅
介
護
支
援
と
同
じ
オ
フ
ィ
ス
に

あ
り
、入
退
院
や
在
宅
生
活
の
状
況
な
ど
を

共
有
し
シ
ー
ム
レ
ス
に
対
応
し
て
い
ま
す
。ま

た
、地
域
の
診
療
所
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

介
護
事
業
所
等
や
市
役
所
の
担
当
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
昨
年
４
月
に
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

室
を
設
置
し
、市
役
所
の
地
域
包
括
課
と
地

域
ケ
ア
会
議
を
企
画
し
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

の
理
念
で
あ
る「
地
域
に
貢
献
す
る
医
療
」を

目
指
し
て
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

管
理
者
　古
川

　恵
美
子

管
理
者
　平
賀

　弘
美

「
そ
の
人
ら
し
く
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
」
を
目
標
に

雪
深
い
中
、
患
者
・
家
族
が
待
っ
て
い
る

17
年
目
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

横
浜
中
央
病
院
附
属
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

福
井
勝
山
総
合
病
院
附
属
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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　平成 28 年２月 26 日（金）、27 日（土）に東京都港区高輪のＪＣＨＯ本部研修棟・ＡＰ品川アネックス・

ＴＫＰガーデンシティ品川を会場に開催いたします『第１回ＪＣＨＯ地域医療総合医学会』の会期が近づい

てまいりました。ＪＣＨＯ職員の皆様方からご応募いただきました「一般演題」につきましても、短い募集

期間にもかかわらず 435 題（口演発表 326 題、ポスター発表 109 題）ものエントリーをいただきました。

この場を借りて御礼申し上げます。

　開催概要が固まり、プログラム構成も徐々に確定してまいりましたので、おおまかではございますが開催

スケジュールをお知らせいたします。

　なお、詳細につきましては学会ホームページに随時掲示しておりますので、ご確認くださいますようお願い

いたします。≪学会ホームページ http://www.jchs.or.jp/ ≫

　この度、本学会が実施する事業の一環として、『地域医療機能推進

学会セミナー』を開催いたしました。

　第１回及び第２回のセミナーは、JCHO 本部研修棟地下大会議室を

会場に、いずれも多数の皆様方にご参加をいただき開催することがで

きました。

　今後も各種テーマを設定し『地域医療機能推進学会セミナー』を開

催してまいりますので、皆様方のご参加をお待ちしております。

第１回ＪＣＨＯ地域医療総合医学会の開催概要について

地域医療機能推進学会セミナーの開催について

第１回〔平成27年10月31日（土）13:00〜16:30〕
テーマ： 平成26年度決算を踏まえた各病院の経営診断について
講　師：字口比呂志（ＪＣＨＯ上席審議役）
　　　　長濵　誉佳（ＪＣＨＯ本部 医療担当副部長）
　　　　木村　晴行（ＪＣＨＯ本部 職員厚生担当部長）
テーマ：適正な診療報酬の算定に向けて
講　師：後藤　福司（ＪＣＨＯ本部 改善指導課長）

第２回〔平成27年11月21日（土）14:00〜17:00〕
テーマ：平成28年度診療報酬改定の途中経過と動向
講　師：万代　恭嗣
　　　（中医協委員・東京山手メディカルセンター院長）
特別講演： 地域医療構想への対応と診療報酬改正に対する

基本姿勢
講　師：石尾　肇（公認会計士・ＪＣＨＯ監事）

開催スケジュール　※進行等の都合上、開始時間及び終了時間は多少変動する場合があります。

１日目〔２月 26日（金）〕
9:30～10:00 開会式

10:10～11:50 特別企画
12:00～13:00 ランチョンセミナー
13:10～14:45 一般演題（ポスター発表）
13:20～14:40 一般演題（口演発表）
13:20～14:50 継続テーマシンポジウム１

シンポジウム１, ２
15:20～16:20 特別講演

（プロスキーヤー 三浦雄一郎先生）
16:50～19:00 ＱＣ活動・理事長表彰

懇親会

２日目〔２月 27日（土）〕
9:00～11:50 一般演題（口演発表）
9:20～10:50 継続テーマシンポジウム２

シンポジウム３, ４
メディカルスタッフ特別セッション１

12:00～13:00 ランチョンセミナー
13:10～14:50 一般演題（ポスター発表）
13:20～14:50 継続テーマシンポジウム３

シンポジウム５, ６
メディカルスタッフ特別セッション２

13:20～15:00 一般演題（口演発表）
15:00～15:30 閉会式

一般社団法人 地域医療機能推進学会  事務局長       中村　仁

地域医療機能推進学会からのお知らせ

07



前
野
：
今
回
は
初
の
試
み
で
多
職
種
の
皆
様

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。各
職
種

の
現
状
と
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

病
院
に
お
け
る
部
門
の
責
任
者
と
し
て
、

内
容
に
よ
っ
て
は
地
区
事
務
所
の
専
門

職
と
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た

２
月
に
開
催
す
る
第
１
回
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
地

域
医
療
総
合
医
学
会
で
も
各
部
会
の
役

員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、そ
の
お
話
も
伺
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

前
野
：
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
な
っ
て
変
化
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。ま
た
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
に
向
け
、特
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
、今
後

取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

磯
谷
：
日
常
業
務
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、国
の
政
策
で
あ
る
後
発
医
薬
品

の
使
用
促
進
、医
薬
分
業
、院
外
処
方
せ

ん
の
発
行
に
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。中
京
病
院
で
は
平
成
26
年
５
月
か
ら
、

愛
知
県
内
で
初
め
て
検
査
デ
ー
タ
付
院

外
処
方
せ
ん
の
発
行
を
開
始
し
、地
域
の

薬
剤
師
会
と
の
薬
薬
連
携
を
強
化
し
て

い
ま
す
。保
険
薬
局
の
薬
剤
師
と
患
者
情

報
を
共
有
し
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ
有

効
性
と
安
全
性
の
高
い
薬
物
療
法
を
提

供
す
る
こ
と
で
地
域
医
療
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
病
棟
業
務
で
は
、経
営
面
か
ら
も
重
要
で

あ
る
薬
剤
管
理
指
導
業
務
を
、移
行
前
か
ら

引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

薬
事
専
門
職
と
し
て
は
、地
区
管
内
の
薬
剤

部
科
長
連
絡
会
で
薬
品
に
関
す
る
盗
難
防
止

に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。薬
剤
部
科
長
間

で
一
つ
の
問
題
点
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、

グ
ル
ー
プ
病
院
の
強
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

氏
原
：
病
院
か
ら
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
研
修

会
も
あ
り
ま
す
が
、皆
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
く
自
費
で
参
加
し
て
い
ま
す
。今
後
、組
織

と
し
て
必
要
な
認
定
資
格
の
取
得
あ
る
い
は

技
術
の
レ
ベ
ル
向
上
の
た
め
に
、こ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
で
き
る
よ
う
、何
か
い

い
ア
イ
デ
ア
が
な
い
か
と
考
え
中
で
す
。

　
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
は
医
療
被
ば
く

低
減
を
最
重
要
課
題
と
し
て
お
り
ま
す
。Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
と
し
て
、国
民
の
被
ば
く
低
減
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、共
同
利
用
率
を
含
む
医
療
機
器
の

利
用
率
の
向
上
、医
療
資
源
の
有
効
活
用
を

考
え
て
い
ま
す
。長
崎
に
は
、諫
早
総
合
病
院

も
参
加
し
て
い
る
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
と
い
う

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。地

域
の
開
業
医
の
先
生
方
と
画
像
や
レ
ポ
ー
ト

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
大
変
有

効
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

前
野
：
放
射
線
被
ば
く
線
量
は
、施
設
の
認
識
に

よ
っ
て
は
大
き
く
違
う
と
も
聞
き
ま
す
。

氏
原
：
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
内
の
ど
こ
の
施
設
で
も
、同
じ

検
査
で
あ
れ
ば
、十
分
な
画
質
が
担
保
さ
れ

正
確
に
診
断
で
き
る
最
小
限
の
被
ば
く
線
量

で
検
査
を
実
施
す
る
体
制
に
な
る
よ
う
、こ

れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
で
す
。

齊
藤
：
私
は
施
設
数
の
少
な
い
船
員
保
険
病
院
の

出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、他
の
施
設
と
の

交
流
が
取
り
づ
ら
か
っ
た
面
が
あ
り
ま
し
た
。

情
報
収
集
と
発
信
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
臨
床
検
査
部
門
は
、地
域
と
の
連
携
で
は

直
接
関
わ
る
機
会
が
少
な
い
分
野
で
は
あ
り

ま
す
が
、地
域
の
開
業
医
か
ら
の
特
殊
な
機

器
を
使
う
よ
う
な
検
査
依
頼
の
受
入
体
制
や

検
査
の
デ
ー
タ
を
共
有
化
で
き
る
よ
う
な

体
制
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。デ
ー
タ
に

つ
い
て
は
、他
団
体
が
行
っ
て
い
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
サ
ー
ベ
イ
等
の
集
約
、日
本
臨
床
検

査
標
準
協
議
会（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）の
基
準
値
を
、

各
施
設
が
使
っ
て
い
く
体
制
に
す
る
こ
と
で

地
域
の
中
へ
情
報
を
提
供
し
や
す
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

山
﨑
：
組
織
変
更
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
誌
な
ど
を
使
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
口
頭
で

説
明
を
す
る
努
力
を
続
け
、よ
う
や
く
理
解

が
得
ら
れ
て
き
ま
し
た
。職
員
一
人
一
人
が

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
職
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、

地
域
の
方
々
に
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
と
感

じ
ま
し
た
。

　
身
分
の
変
更
に
伴
う
処
遇
、職
務
規
程
の

改
定
な
ど
で
、逆
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が

る
部
分
も
確
か
に
あ
っ
た
の
で
、そ
れ
を
い
か

に
我
々
部
科
長
が
頑
張
っ
て
い
く
か
。委
員
会
、

勉
強
会
の
効
率
化
で
時
間
外
勤
務
の
短
縮
を

図
り
、育
児
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
、各

種
休
暇
の
利
用
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
一
般
病
棟
、回
復
期
病
棟
、地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、介
護
老
人
保
健
施
設
と
い
う
多
機
能
な

施
設
を
も
つ
、リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
組
織
で
す
。こ
れ
を
最
大
限
活

磯
いそがい

谷　　聡
中京病院薬剤部長
東海北陸地区事務所　薬事専門職
JCHO学会薬剤部会　部会長

氏原　健吾
諫早総合病院診療放射線技師長
九州地区事務所　診療放射線専門職
JCHO学会放射線部会　副部会長

齊藤　幸弘
横浜保土ケ谷中央病院臨床検査技師長
関東地区事務所　臨床検査専門職
JCHO学会臨床検査部会　部会長
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連 続 企 画  メディカルスタッフに聞く
ＪＣＨＯ発足から約２年 各職種の現状と課題

用
し
、患
者
さ
ま
が
入
院
し
て
在
宅
に
至
る

ま
で
、ど
の
よ
う
な
流
れ
を
つ
く
る
か
が

我
々
の
力
を
発
揮
で
き
る
と
こ
ろ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
在
宅
で
は
日
常
生
活
動
作（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）が

非
常
に
重
要
で
す
。通
常
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
で
は
不
十
分
な
部
分
が
あ
る
た
め
、金
沢

病
院
で
は
、医
療
安
全
管
理
者
の
看
護
師
、病

棟
看
護
師
、私
で
、ほ
ぼ
毎
日
全
病
棟
を
回
り
、

例
え
ば
転
倒
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
さ
ん
の

コ
ー
ル
マ
ッ
ト
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
方
と

か
、ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の
許
可
を
ど
う
す

る
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。退

院
に
際
し
て
は
多
職
種
と
チ
ー
ム
で
活
動
し

て
お
り
、例
え
ば
在
宅
酸
素
の
場
合
は
、呼
吸

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
Ｒ
Ｓ
Ｔ
）に
呼
吸
療
法
認

定
士
が
参
加
し
、散
歩
す
る
と
き
に
は
ど
う
す

る
か
な
ど
在
宅
で
の
生
活
の
ス
タ
イ
ル
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
：
無
事
に
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
へ
移
行
し
た
こ
と
で
患
者

さ
ま
に
安
心
し
て
い
た
だ
き
、改
め
て
当
院

に
対
す
る
地
域
の
皆
様
か
ら
の
期
待
の
大
き

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
院
内
に
お
い
て
は
、特
に
出
勤
簿
や
勤
務

表
の
調
整
、文
書
で
は
、非
常
に
き
め
細
か
く

対
応
が
求
め
ら
れ
、独
立
行
政
法
人
に
な
っ

た
重
み
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
患
者
さ
ん
の
食
事
に
つ
い
て
、近
年
は
多

く
の
個
別
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。特

に
摂
食
障
害
の
領
域
で
、多
職
種
と
の
連
携

（
言
語
聴
覚
士
な
ど
）も
含
め
な
が
ら
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
地
域
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
も
感
じ
、地
域
栄
養
士
会
の
施
設
を
中
心

に
嚥
下
調
整
食
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、各
施

設
に
お
け
る
嚥
下
食
の
種
類
や
形
態
、名
称

の
確
認
と
統
一
を
図
る
た
め
の
調
査
や
嚥
下

調
整
食
の
調
理
実
習
や
試
食
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
内
で
も
、ま
ず
近
畿
中
国
四
国

地
区
の
13
施
設
で
統
一
化
を
図
り
、い
ず
れ

は
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
で
検
討
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

真
下
：
臨
床
工
学
部
門
は
、移
行
前
に
は
部
会
と

い
う
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
に
な
っ
て
正
式
に
部
会
が
認
め
ら
れ
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。

　
医
療
機
器
の
購
入
や
修
理
な
ど
の
時
、手

続
き
が
増
え
煩
雑
さ
は
感
じ
て
い
ま
す
。ま

た
、メ
ー
カ
ー
主
宰
の
勉
強
会
な
ど
に
つ
い

て
は
、独
法
に
な
っ
た
こ
と
で
参
加
し
づ
ら

く
な
っ
た
面
は
あ
り
ま
す
。

　
臨
床
工
学
で
地
域
医
療
の
分
野
と
い
う
と

在
宅
医
療
、在
宅
呼
吸
器
等
の
管
理
な
ど
で

す
が
、院
内
の
ハ
ー
ド
的
、ソ
フ
ト
的
な
問
題

で
な
か
な
か
取
り
組
め
て
い
な
い
現
状
で
す
。

臨
床
工
学
技
士
が
在
宅
医
療
に
関
わ
る
部
分

に
診
療
報
酬
が
設
定
さ
れ
れ
ば
、グ
ル
ー
プ

と
し
て
も
こ
の
分
野
に
積
極
的
に
取
り
組

め
る
の
で
は
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、地

域
の
施
設
の
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）の
点
検
に
つ
い
て
も
、我
々
が
出
向
い
て

行
っ
て
も
い
い
の
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
し
、地
区
で
行
っ
て
い
る
救
命
措
置

の
講
習
会
、一
次
救
命
処
置（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）、二
次

救
命
処
置（
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）な
ど
の
ト
レ
ー
ナ
ー

と
し
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

人
材
育
成
・
人
事
交
流
に
つ
い
て

前
野
：
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
大
き
く
関

わ
っ
て
く
る
部
分
か
と
思
い
ま
す
。研
修
等

の
人
材
育
成
と
人
事
交
流
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

磯
谷
：
薬
剤
部
科
長
研
修
会
等
の
階
層
別
研
修
の

必
要
性
、ま
た
業
務
別
分
野
研
修
で
は
特
に

チ
ー
ム
医
療
に
関
す
る
多
職
種
合
同
研
修
の

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
の
薬
剤
部
で
は
ま
だ
人
事
交
流
は
実

施
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、他
施
設
の
知
識
・
技

術
の
習
得
や
、一
施
設
に
留
ま
る
こ
と
で
固

定
観
念
、視
野
が
狭
く
な
る
な
ど
、そ
の
必
要

性
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。移
行
前
は
転
勤
が

あ
る
環
境
で
は
な
か
っ
た
の
で
違
和
感
の
あ

る
職
員
も
沢
山
い
ま
す
。今
後
、希
望
者
を
優

先
に
、慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

氏
原
：
新
人
を
対
象
と
し
た
基
礎
講
習
、次
の
段

階
で
専
門
性
を
生
か
す
研
修
会
を
、ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
し
て
開

催
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
、モ

ダ
リ
テ
ィ
（
医
用
画
像
機
器
）別
の
研
修
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、「
こ
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
な

ら
○
○
病
院
の
○
○
さ
ん
」と
い
う
よ
う
な

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
て
て
い
け
れ
ば
と
考

山﨑　隆幸
金沢病院リハビリテーション士長
東海北陸地区事務所　理学療法専門職
JCHO 学会リハビリ部会　副部会長

平
ひら

　正人
星ケ丘医療センター栄養管理室長
近畿中国四国地区事務所　栄養専門職
JCHO 学会栄養部会　部会長

真
ま っ か

下　　泰
札幌北辰病院 臨床工学技士長
医療安全推進検討会委員
JCHO 学会臨床工学部会　補佐役

前野　一雄
司会
理事（広報担当）
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え
て
お
り
ま
す
。

　
人
事
交
流
は
、向
上
心
の
あ
る
人
、特
に
若

手
に
は
、や
は
り
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
す
。

た
だ
し
、学
び
た
い
こ
と
、や
り
た
い
こ
と
が

地
区
内
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
っ
た
と
き
に

は
、地
区
を
ま
た
い
だ
交
流
も
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。交
流
が
進
み
、各
施
設
の
顔
が
見

え
て
く
る
こ
と
で
、人
事
異
動
も
軌
道
に
乗

せ
や
す
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

齊
藤
：
管
理
者
、中
堅
、入
職
者
と
階
層
化
さ
れ
た

研
修
会
で
、職
位
に
つ
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

教
育
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
が
得
ら
れ
、

そ
の
後
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
気
が
し
ま
す
。

特
に
入
職
時
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う

の
は
強
い
と
思
い
ま
す
。

　
基
本
的
な
検
査
に
関
す
る
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、生
化
学
、免
疫
、生
理
、病
理
、細
菌

と
い
う
よ
う
に
中
身
が
細
か
く
分
か
れ
て
お

り
、そ
の
辺
が
一
番
難
し
い
問
題
で
す
。他
団

体
で
沢
山
研
修
会
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
を

利
用
す
る
こ
と
で
補
填
で
き
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。昨
年
４
月
に
法
改
正
さ
れ
た
検
体

採
取
に
関
し
て
は
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
し
て
も
積

極
的
に
講
習
の
受
講
を
推
奨
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
事
交
流
は
、若
手
技
士
に
と
っ
て
は
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
場
。実
際
、私
も
転
院
、異
動

を
体
験
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
と
き
に
受
け

た
印
象
が
衝
撃
的
で
し
た
。本
当
に
普
段

や
っ
て
い
た
仕
事
が
、場
所
を
移
っ
た
だ
け

で
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。そ
う
い
う

体
験
は
本
人
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
で
あ

り
、受
け
入
れ
る
側
と
し
て
も
刺
激
が
あ
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　

山
﨑
：
リ
ハ
ビ
リ
部
門
は
、休
暇
を
取
る
と
取
得

単
位
数
の
関
係
で
収
益
へ
の
影
響
も
あ
り
ま

す
が
、研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
、ま
た
発
表
が
あ
る
も
の
は
で
き
る
だ

け
公
費
で
行
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。業

務
上
不
可
欠
な
資
格
、例
え
ば
が
ん
リ
ハ
な

ど
に
つ
い
て
は
業
務
命
令
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
ま
す
。

　
婚
姻
、家
族
の
転
勤
な
ど
の
場
合
に
同
組

織
内
で
転
勤
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。職
員
に
と
っ
て

も
選
択
肢
が
増
え
ま
す
し
、有
能
な
職
員
が

や
む
を
得
ず
退
職
す
る
と
い
う
の
が
防
げ
る

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
後
人
事
交
流
を
進
め
て
い
く
う

え
で
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
内
の
各
管
内
職
長
の
ス
キ

ル
を
統
一
す
る
こ
と
で
、ど
こ
に
行
っ
て
も

安
心
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
：
栄
養
部
門
は
近
年
、栄
養
・
給
食
部
門
と
、臨

床
部
門
と
大
き
く
二
極
に
分
か
れ
て
き
て
お

り
、臨
床
部
門
の
管
理
栄
養
士
、栄
養
士
の
数

は
全
国
的
に
一
施
設
３
名
前
後
と
少
な
い
状

態
で
す
。新
人
で
入
職
し
た
場
合
、病
棟
で
３

年
ぐ
ら
い
か
け
て
実
際
に
患
者
さ
ん
と
接
し

な
が
ら
研
修
・
育
成
し
な
い
と
臨
床
業
務
へ

の
対
応
が
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。腰

を
据
え
て
の
し
っ
か
り
と
し
た
教
育
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、認
定
資
格

の
取
得
、で
き
れ
ば
そ
れ
が
病
院
の
経
営
的

な
メ
リ
ッ
ト
に
も
つ
な
が
る
、具
体
的
に
は

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）専
門
療
法

士
な
ど
の
取
得
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
女
性
が
多
い
部
門
で
も
あ
る
の
で
、こ
れ

か
ら
の
人
事
交
流
を
考
え
ま
す
と
、ま
だ
ま

だ
不
安
感
が
先
行
し
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま

す
。私
は
地
区
の
専
門
職
と
い
う
立
場
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、人
事
交
流
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
等
に
つ
い
て
、今
在
籍
の
職
員
も
、こ
れ
か

ら
入
職
さ
れ
る
若
手
の
皆
さ
ん
へ
も
、積
極

的
な
情
報
発
信
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
下
：
人
材
育
成
に
関
し
て
は
、や
は
り
階
層
別
の

研
修
会
が
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。認
定
資

格
の
取
得
の
た
め
の
研
修
会
に
も
参
加
さ
せ

た
い
の
で
す
が
、経
費
面
、人
的
な
面
で
休
み

を
与
え
に
く
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
の
で
、そ

の
辺
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
札
幌
に
は
も
う
ひ
と
つ
北
海
道
病
院
が

あ
っ
て
、地
理
的
に
も
業
務
内
容
も
近
い
た

め
、日
頃
か
ら
交
流
し
て
お
り
、両
施
設
間
で

の
人
事
交
流
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
と
思
う

の
で
す
が
、北
海
道
か
ら
東
北
に
行
く
の
で

あ
れ
ば
辞
め
る
と
い
う
意
見
も
多

く
、こ
こ
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い

う
悩
み
が
あ
り
ま
す
。転
勤
に
対

す
る
不
安
か
ら
、や
っ
と
一
人
前

に
な
っ
た
職
員
が
数
名
辞
め
て

い
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、人
事

交
流
は
大
事
だ
と
は
思
う
の
で
す

が
、各
地
区
の
事
情
な
ど
も
考
慮

し
て
行
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人
材
確
保
の
取
り
組
み

前
野
：
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、今
年

度
よ
り
地
区
毎
の
一
括
採
用
を
行
っ
て
い
ま

す
ね
。人
材
確
保
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

磯
谷
：
薬
剤
師
は
移
行
前
か
ら
人
材
確
保
の
難
し

い
職
種
で
し
た
。グ
ル
ー
プ
病
院
の
強
み
を

生
か
す
教
育
・
研
修
の
充
実
、専
門
薬
剤
師
や

認
定
・
指
導
薬
剤
師
な
ど
の
資
格
を
取
り
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、も
っ
と
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

氏
原
：
広
域
人
事
で
管
内
全
て
の
施
設
に
採
用

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
説
明
し
た
と
こ

ろ
、想
像
以
上
に
辞
退
者
が
い
ま
し
た
。た
だ
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
病
院
が
学
生
に
対
し
て
魅
力
あ

る
病
院
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、教
育
実
習
の
学
生
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
魅
力
を
伝
え

て
い
け
れ
ば
い
い
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
﨑
：
リ
ハ
ビ
リ
も
ま
だ
需
要
の
多
い
職
種
で
、

連 続 企 画  メディカルスタッフに聞く
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 職種別職員数（メディカルスタッフ常勤職員）
平成27年4月1日現在

薬剤師 605人

臨床検査技師 1,060人

診療放射線技師 781人

栄養士 317人

理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

1,175人

臨床工学技士 316人

（参考）JCHO全体 24,972人

正
直
、求
人
に
は
大
変
困
り
ま
し
た
。以
前
か

ら
、地
域
性
で
人
材
確
保
が
容
易
な
施
設
と

そ
う
で
な
い
施
設
に
二
分
化
さ
れ
て
い
ま
し

た
。一
括
採
用
で
そ
れ
が
緩
和
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、学
生
が
就
職

先
を
選
択
す
る
時
、診
療
形
態
や
ス
タ
ッ
フ
、

居
住
地
域
を
判
断
材
料
と
し
て
お
り
、プ
ラ

ス
保
護
者
の
意
向
、奨
学
金
の
返
済
の
た
め

に
親
元
か
ら
の
通
勤
可
能
な
施
設
の
就
職
を

希
望
す
る
学
生
も
多
い
で
す
。

真
下
：
就
職
希
望
者
が
い
た
と
し
て
も
、病
院
か
ら

地
区
事
務
所
を
通
じ
て
採
用
す
る
と
ど
う
し
て

も
１
か
月
、２
か
月
か
か
り
、応
募
者
が
来
た

い
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、こ
ち
ら
の
採
り

た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
の
で
、病
院
の
判

断
で
す
ぐ
動
け
る
よ
う
な
体
制
を
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

の
中
で
作
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

磯
谷
：
今
度
名
古
屋

市
で
開
催
す
る
合

同
企
業
説
明
会
で

ブ
ー
ス
を
出
し
、

学
生
を
対
象
に
東

海
・
北
陸
地
区
の

病
院
の
Ｐ
Ｒ
を
す

る
予
定
で
す
。人

材
確
保
に
つ
い
て
、

何
か
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
教
え
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

山
﨑
：
養
成
校
に
直
接
足
を
運
び
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の

組
織
説
明
を
し
て
い
ま
す
。あ
と
は
以
前
病

院
見
学
を
行
っ
た
時
、非
常
に
沢
山
の
方
が

来
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、今
後
管
内
全
施
設

に
つ
い
て
や
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

齊
藤
：
関
東
で
は
地
区
事
務
所
が
窓
口
と
な
っ
て

病
院
見
学
を
行
い
ま
し
た
。地
区
の
担
当
者
が

希
望
を
調
整
し
、各
施
設
の
技
士
長
か
ら
見
学

希
望
者
に
連
絡
す
る
と
い
う
体
制
で
す
。当
院

も
３
名
同
時
と
、あ
と
個
別
で
５
名
ほ
ど
受
け

入
れ
ま
し
た
が
、そ
の
方
た
ち
は
全
員
一
括
採

用
の
ほ
う
に
応
募
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。か

な
り
効
果
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
訪
問
で
は
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
い
う
組
織

を
よ
く
ご
存
じ
の
学
校
も
、ご
存
じ
で
な
い

学
校
も
あ
っ
た
の
で
、特
に
一
括
採
用
の
初

年
度
に
直
接
ご
説
明
で
き
た
の
は
よ
か
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
と
き
に
実
習
受

け
入
れ
施
設
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
た
ら
非

常
に
助
か
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
学
会
の
開
催
に
向
け
て

前
野
：
２
月
に
第
１
回
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
学
会
が
開
か
れ

ま
す
。各
職
種
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
企

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、学
会
へ
の
期
待
、抱

負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

磯
谷
：
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
薬
薬
連
携
」を

テ
ー
マ
に
、検
査
デ
ー
タ
付
院
外
処
方
せ
ん

に
つ
い
て
発
表
い
た
し
ま
す
。全
国
57
病
院

の
薬
剤
師
と
お
会
い
し
て
情
報
交
換
で
き
る

こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

氏
原
：「
医
療
被
ば
く
低
減
施
設
」取
得
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。最
新

の
知
見
に
基
づ
く
情
報
提
供
、医
療
被
ば
く

追
跡
の
標
準
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
使
命
と
考
え
ま
し
た
。今
後
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、ぜ
ひ
皆
さ
ん
で

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

齊
藤
：
自
施
設
以
外
の
他
職
種
の
発
表
を
聴
く
機

会
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、57
病
院
の
方
々

が
一
堂
に
会
す
る
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
と

思
い
ま
す
。ま
た
、学
会
の
中
で
研
修
会
等
が

行
わ
れ
れ
ば
、よ
り
多
く
の
職
員
が
参
加
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
﨑
：
各
施
設
の
職
長
が
集
ま
る
交
流
の
場
と

し
て
、ま
た
、若
い
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
現
状
の

問
題
点
や
、感
じ
て
い
る
不
安
、改
善
策
に
つ

い
て
話
し
合
う
機
会
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。非
常
に
著
明
な
ゲ
ス
ト
の
特
別
講

演
も
、国
民
や
学
生
に
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
す
。

平
：
チ
ー
ム
医
療
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま

す
が
、職
員
の
大
半
は
、栄
養
士
あ
る
い
は
栄

養
部
門
が
ど
う
い
う
業
務
を
し
て
い
る
の
か

ご
存
じ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。栄
養
部
門

の
Ｐ
Ｒ
、あ
る
い
は
部
門
の
現
状
と
課
題
な

ど
に
つ
い
て
も
情
報
発
信
し
、ま
た
皆
さ
ん

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

真
下
：
グ
ル
ー
プ
病
院
と
し
て
の
横
の
つ
な
が
り

が
で
き
、情
報
も
共
有
す
る
こ
と
で
お
互
い

が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な
学
会
と
し

て
、お
祭
り
み
た
い
な
学
会
で
は
な
く
、世
の

中
に
情
報
を
発
信
し
て
誘
導
し
て
い
く
よ
う

に
し
て
い
け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
臨
床
工
学
技
士
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
す
。

ひ
と
つ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
た
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、臨
床
工
学
技
士
の
専

門
性
、認
定
資
格
の
取
得
に
つ
い
て
。も
う
ひ

と
つ
は
、我
々
は
業
務
的
に
い
ろ
い
ろ
な
隙
間

業
務
が
あ
る
の
で
、こ
の
隙
間
業
務
に
臨
床
工

学
技
士
が
ど
の
よ
う
に
入
っ
て
い
く
か
と
い

う
よ
う
な
話
を
取
り
上
げ
、情
報
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

前
野
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
そ
ら
く
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
、耳
新
し
い
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
共
通
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。本
部
と
し
て
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発

揮
し
な
く
て
は
い
け
な
い
部
分
、地
域
ご
と
、

ま
た
職
種
ご
と
の
き
め
細
か
さ
で
対
応
す
る

部
分
、そ
の
両
方
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。皆

さ
ん
方
は
各
職
種
の
中
心
と
し
て
チ
ー
ム

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
を
支
え
る
原
動
力
で
す
。今
後
も

建
設
的
な
ご
提
案
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
座
談
会
は
Ｌ
ｙ
ｎ
ｃ
会
議
に
よ
り
本
部
及
び
札

幌
北
辰
病
院
、中
京
病
院
、諫
早
総
合
病
院
を
つ
な

い
で
行
い
ま
し
た
。
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ＩＣＴ技術の進歩により、簡単かつ低費用でインターネットを利用できるようになり、ＬＩＮＥ・フェ

イスブックなどのＳＮＳサービスやアマゾン・楽天などでのネットショッピングなどの便利なインター

ネットサービスは、皆さんの日々の生活の一部となっています。

しかし、便利になった反面新たな問題も発生しています。たとえば、詐欺サイト（フィッシングサイト）

に誘導されて、ユーザＩＤやパスワード、クレジットカード情報等を詐取され、後日クレジット会社から

身に覚えのない請求を受けたり、コンピュータウイルスによりコンピュータに保管している友人のメール

アドレス等のデータが盗まれる等、皆さんが意図しないところでデータが悪用されたりします。

我々が日々業務を行う病院内においても、電子カルテシステムや放射線システム等のＩＣＴ化が進みさ

まざまな情報をデータとして蓄積し、診療や業務の効率化に役立てています。しかしながら、この医療現

場にも、フィッシングやコンピュータウイルスの脅威があります。医療を扱う独法のＪＣＨＯ職員として

は、情報セキュリティに対しより一層の注意が必要です。

病院施設においては日常業務の中で、インフルエンザウイルスなどの院内感染対策を講じていますが、

コンピュータウイルス対策についても基本の考え方は同じです。感染を未然に防ぐ水際対策と拡散防止の

２次感染対策が重要です。実際のウイルスは、その感染経路として、飛沫感染、経口感染や接触感染など

多様な感染経路がありますが、コンピュータウイルスの感染経路は、２つです。それは、「ネットワーク（イ

ンターネット含む）接続」と「外部記憶媒体」です。

皆さんが使用しているパソコンにつながっているものを想像してください。パソコンを動かすための電

源ケーブルとパソコンを操作するためのマウス以外にはネットワーク（インターネット）へ接続するＬＡ

Ｎケーブルと外部からデータを持ち込む（又は持ち出す）ＵＳＢメモリや外付けハードディスク、ＤＶＤ

ドライブなどの外部記憶媒体がつながっています。コンピュータウイルスは、これらのＬＡＮケーブルや

ＵＳＢメモリなどの外部記憶媒体から侵入するように仕組まれるため、インターネットの閲覧やＥメー

ル、そしてＵＳＢメモリなどを介して感染します。

情報セキュリティの取り組み　～仙台病院の事例～

◆セキュリティ機能付きUSBメモリを導入◆
情報漏洩対策として、平成 25年からセキュリティ機能付きUSBメモリを全面的に導
入しました。紛失しにくいようにストラップを付けるなど工夫もしています。これを
機に、研究用途でデータを取り扱う際に個人を特定できないように加工することの徹
底など、職員のセキュリティ意識が高まりました。

◆看護実習生にも情報セキュリティ研修を実施◆
当院では年間20回、100名に及ぶ看護学生実習を受け入れています。そこで、実習の初日に学生に対し30分程度、
情報セキュリティ研修を実施しています。情報は正しく扱うこと、不要な情報にはアクセスしないこと等を学生に
も解り易いように説明しています。今は皆さんスマートフォンをお持ちですから、特に SNS の情報拡散の怖さを
強調しています。この研修は学生だけでなく引率の先生方にも好評をいただいています。

情報セキュリティ
基本的対策の徹底が情報を守ります

ＪＣＨＯ本部　ＩＴ推進課長　西川　英敏

T O P I C S
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院内において、万一ウイルス感染の確認または疑いのある場合は、２次感染を防ぐための対策（消毒・

隔離など）が必要です。ＩＣＴの場合は、他のコンピュータへのコンピュータウイルス拡散（２次感染）

を防ぐために、ＬＡＮケーブルを抜去して外部との通信を切断（無線ＬＡＮ接続の場合はパソコンの電源

を落として）し、院内の情報セキュリティ管理者へ報告を行い、必要な指示を受けてください。

ＪＣＨＯでは、情報セキュリティに関して、複数の技術的なセキュリティ対策を行っています。例えば、

患者様情報の適切な管理の為に電子カルテシステム等の診療ネットワークは、インターネット環境から隔

離し、パソコンのウイルス対策、ＩＴ資産管理による許可のないソフトウエア導入の検知、Ｅメールに関

しては複数のウイルスチェック、Ｅメールに添付された実行型ファイル（プログラム等）の削除等により

ウイルス感染を未然に防ぐ為、適正な対策・管理を行っています。

しかしこれらのシステム上の技術的な対策を行った場合であっても、情報の扱い方次第で情報セキュリ

ティは簡単に破られてしまいます。

一番のセキュリティーホールは情報を扱う「人」なのです。

各病院での情報セキュリティ研修において既にご承知とは思いますが、基本的なセキュリティ対策につ

いて以下にまとめましたので、再確認してください。

情報セキュリティは我々職員一人ひとりの日々の心がけで守られています。

ウイルス感染の防止
✓　�ウイルス感染は、インターネットのＷｅｂ閲覧

やＥメールの添付ファイルや埋め込みのＵＲ

Ｌリンク、外部とのデータのやり取り（ＤＶＤ

やＵＳＢメモリなど）により感染します。業務

上不要なＷｅｂ閲覧はしないこと。

✓　�Ｅメールについては、添付ファイル以外にも最

近は偽メールも多くなっていますので、知って

いる人からのメールであっても、送信者のメー

ルアドレスを確認して、いつものメールアドレ

スと違う場合（特に Yahoo、Gmail などのフ

リーアドレスは注意！！）は、必ず電話で本人

からのものかどうか確認してから添付ファイ

ルやＵＲＬリンクを開くなどの対策を行うこ

と。

情報漏洩対策
✓　�許可のないデータの持ち出しは禁止です。機密情報

を院外に持ち出す際には、必ず情報セキュリティ管

理者の許可を得ること。

✓　�病院支給の暗号化したセキュリティＵＳＢメモリを

使用すること。

✓　�使用後に目的を終了したデータは、速やかに削除す

ること。

✓　�ＵＳＢメモリの盗難・紛失があった際には速やかに

院内の情報セキュリティ管理者へその内容を報告し

指示を仰ぐこと。

✓　�機密情報が印字された印刷物は、必ずシュレッダー

にかけるか、溶解処分すること。

✓　�Ｅメールを使って外部とメールのやり取りをする際

には、メールの送信前に、宛先のメールアドレスを

再確認して送信先に間違いがないかどうか確認する

こと。
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当
院
の
あ
る
福
岡
県
直
方
市
は
、
全
国
平

均
よ
り
高
い
水
準
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
お

り
、
平
成
27
年
３
月
現
在
の
高
齢
化
率
は

30
・
３
％
と
既
に
市
民
の
４
人
に
１
人
以
上

が
高
齢
者
と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
、
寝
た

き
り
や
認
知
症
な
ど
介
護
や
支
援
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

の
世
帯
も
増
加
傾
向
に
あ
る
地
域
で
す
。

栄
養
管
理
室
で
は
、
少
し
で
も
地
域
の
皆

様
の
健
康
維
持
に
貢
献
す
る
た
め
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
交
流
し
な
が
ら
健
康
維
持
の
知
識
を

「
い
き
い
き
健
康
教
室
」
は
、
月
に
３
回
、

火
曜
日
に
デ
イ
ル
ー
ム
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で
、
地
域
の
方
々
の

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
　

動
脈
硬
化
予
防
や
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
予
防
の
食
事
に
つ
い
て
、
減
塩
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
説
明
の
後
、

質
問
タ
イ
ム

を
設
け
て
い

ま
す
。

毎
回
参
加

さ
れ
る
方
々

同
士
で
の
交

流
の
場
に
も

な
っ
て
お
り
、

中
に
は
高
齢

で
ひ
と
り
暮

ら
し
な
の
で
、

家
に
引
き
こ
も
ら
な
い
為
に
参
加
し
て
い
る

と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

◆
話
題
の
調
理
法
で
よ
り
よ
い
食
生
活
へ

「
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
会
」
は
、
管
理

栄
養
士
が
調
理
師
範
を
行
い
、
参
加
者
は
試

食
し
な
が
ら
見
学
し
て
頂
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
玉
葱
氷
や
、
レ
モ
ン
塩
、
発

酵
食
品
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
話
題
の
調
理
法

を
紹
介
し
、
後
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

外
来
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
参
加
者
の
方
が
希
望
す

る
テ
ー
マ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
リ
ハ
ビ
リ
部
門
と
共
催
の
健
康
教
室

「
健
康
教
室
」
は
、
地
域
の

公
民
館
に
出
向
き
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
合
同
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

前
半
は
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
方
法
の
講
習
後
、
実
際

に
周
辺
を
歩
い
て
頂
き
、
後

半
は
管
理
栄
養
士
が
、
生
姜

ご
は
ん
と
豚
汁
を
提
供
し
、
ひ

と
り
暮
ら
し
で
も
簡
単
に
作

れ
る
料
理
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
方
々

の
お
役
に
立
て
る
栄
養
管
理
室
を
目
指
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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～栄養管理室の取り組み～
「食」を通じて地域の方々を元気に

福岡ゆたか中央病院　栄養管理室　野口 直子

ヘルシーク
ッキング会

健康教室

投
稿

◆
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
と
の
出
会
い

２
０
０
９
年
の
春
、
手
術
室
勤
務
だ
っ
た
頃
の
話

で
す
。
椅
子
に
乗
っ
て
術
野
を
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
し
、

椅
子
か
ら
降
り
よ
う
と
膝
を
曲
げ
た
瞬
間
、
膝
蓋
骨

を
脱
臼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
３
回
目
の
脱
臼
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
手
術
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
へ
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
せ
な
ら
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
調
べ
た
と
こ
ろ
、
近

く
に
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
が
あ
る
と
知
り
即
決

し
ま
し
た
。
こ
の
時
29
歳
。「
20
代
最
後
の
年
に
何

か
し
た
い
」
そ
ん
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
選
手
と
し
て
の
自
覚
、そ
し
て
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
へ

始
め
て
数
年
間
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

で
練
習
は
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
試
合
に
は
消
極

的
で
年
に
１
回
出
る
程
度
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

２
０
１
３
年
に
「
聖
域challenge

」
と
い
う
東
北

の
女
子
の
ベ
ル
ト
が
創
設
さ
れ
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
選
手
と
同
じ

メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
追
い
込
み
練
習
は
本
当
に
キ
ツ

か
っ
た
で
す
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
女
子
フ
ラ
イ
級
（
51
㎏
）
の
初

代
王
者
に
な
り
ま
し
た
。
東
北
の
ベ
ル
ト
を
と
っ

た
こ
と
で
ア
マ
チ
ュ
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
と
し
て
戦
い

続
け
る
と
い
う
決
意
が
固
ま
り
ま
し
た
。
翌
年
に

は
ミ
ニ
フ
ラ
イ
級
（
48
㎏
）
の
初
代
王
者
に
も
な

り
、
東
北
で
９
戦
９
勝
（
１
Ｋ
Ｏ
）
２
階
級
制
覇
し
、

２
０
１
５
年
、
普
通
な
ら
選
手
と
し
て
引
退
し
て
い

る
歳
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。

◆
一
日
は
「
仕
事
・
キ
ッ
ク
・
睡
眠
・
ビ
ー
ル
」

P
erfect

超
人
工
房
（
Ｐ
Ｃ
Ｋ
）
と
い
う
ジ
ム
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
日
勤
、
夜
勤
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務

時
間
に
合
わ
せ
週
４
〜
５
日
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
練
習
の
他
、
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
な
ど
の
指
導
員

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

完
全
オ
フ
と
い
う
日
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
間
が
あ
れ
ば
寝
て
い
た
い
と
い
う
な
ま
け
も
の
で

す
。
ビ
ー
ル
が
大
好
き
な
の
で
練
習
が
な
い
と
す
ぐ

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

◆
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
魅
力

「
何
が
そ
こ
ま
で
さ
せ
る
の
？
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
す
る
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
の
で
正
直
自

分
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
強
い
て
言
え
ば
「
Ｐ

Ｃ
Ｋ
に
入
っ
た
か
ら
」。
ジ
ム
の
仲
間
の
絆
は
強
く
、

お
互
い
が
お
互
い
を
支
え
応
援
し
て
い
ま
す
。

練
習
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
成
長
を
実
感
で
き
、
自
分

が
勝
っ
て
喜
ん
で
く
れ
る
仲
間
が
い
る
幸
せ
。
勝
っ

て
も
納
得
で
き
な
い
自
分
。
そ
の
繰
り
返
し
で
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
」
不
器
用
な
私

が
今
こ
う
し
て
リ
ン
グ
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ

に
こ
の
言
葉
の
と
お
り
で
す
。

昨
年
の
夏
、
地
元
テ
レ
ビ
局
か
ら
、
職
場
風
景
、

練
習
、
試
合
の
取
材
依
頼
が
あ
り
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ

ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
、「
頑
張
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
、
お

受
け
し
ま
し
た
。

た
ま
に
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
の
方
に
「
テ
レ
ビ

に
出
て
い
ま
し
た
？
」「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
恥

ず
か
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
ろ
う
と
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
職
場
の
み
ん
な
に
は
「
怖
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
、
少
し
心
外
で
し
た
。

今
年
は
東
北
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
で
も
試
合
を

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現
役
選
手
と
し
て
試
合
を

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
東
北
の
女
子
格
闘
技
界
を
盛

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
後
輩
指
導
・
育
成
の
力
添
え

を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師
と
し

て
14
年
目
、
プ
ロ
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
と
し
て
２
年
目
。

二
つ
の
「
プ
ロ
」
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

「プロ」としての二つ目の顔をもって

看護師×キックボクサー

仙台南病院　看護師　田中　藍

リングネーム「田中”暴君”藍」を見かけ
ましたら応援よろしくお願いします！
（右が筆者）
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《一日のスケジュール》
☆日勤☆
7：30 起床
8：30 始業
17：15（〜 19 時頃）終業
終業後〜 22 時練習
22 時〜ジム内の掃除・補強運動
0 時 帰宅 洗濯・食事
3：30 就寝

☆夜勤☆
9：30 起床
10：30 〜 13 時 練習
14 時 帰宅 夜勤の準備
16 時 始業
翌 9：30 終業
10 時 帰宅 洗濯・食事
12 時 就寝
15 時（〜 17 時）起床
17 時（〜 18：30）指導・練習
0 時 帰宅


